
求職者の本音調査 

静岡・名古屋版 
【9月号】 

採用･定着に 
きっと役立つ 

【今回のテーマ】若年求職者の「応募」アクションを阻害する要因に迫る！ 

アルバイト・パートの仕事を探す際、最初の応募をするまでの期間は 
どのくらいですか（でしたか）？ 

調査期間：2015年9月上旬 
調査対象：愛知県・静岡県在住の15才~29才の学生・フリーター・無職 
サンプル数：106人（DOMOユーザー限定ではありません） 

求人誌や求人情報サイトを見ていて、気になった求人はあったが、 
結局、応募はしなかったという経験はありますか？ 
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求人誌や求人情報サイトを見たその日に最初の応募をした 

求人誌や求人情報サイトを見始めてから3日以内くらいで最初の応募をした 

求人誌や求人情報サイトを見始めてから1週間以内くらいで最初の応募をした 

求人誌や求人情報サイトを見始めてから2～3週間以内くらいで最初の応募をした 

求人誌や求人情報サイトを見始めてから1カ月以内くらいで最初の応募をした 

最初の応募をするのに1カ月以上、求人誌や求人情報サイトを見ていた 

求人誌や求人情報サイトを見る（見た）が、応募したことはない 

求人誌や求人情報サイトを見たことはない 
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気になった求人はあったが、結局、応募はしなかった理由は？ Q3 
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給与や時間帯などの条件面が希望に合致しなかった 

勤務地が、自分の都合に合っていなかった 

仕事内容が具体的にイメージできなかった 

時間帯や出勤日など、どこまで相談にのってもらえるか、わからなかった 

一緒に働く人たちや、お店・会社の雰囲気が自分に合うか、わからなかった 

何をやっているお店・会社なのか、よくわからなかった 

応募前に、下見をしたら、あまり雰囲気がよくなかった 

応募前に、周囲に評判をきいたら、あまり評判がよくなかった 

応募しようと思っていたが、タイミングを逃してしまった 

もっと他にいい募集が出るかもしれないと思って、応募を見送ったら、次のタイ… 

その他 

もっと他にいい募集が出るかもしれないと思って、応募を見送ったら 
次のタイミングにはその募集が出ていなかった 

その他 

条件が合致しないという理由だけでなく 
もう少し詳しいことが知りたかった 
という理由も20%~30%あります 
問い合わせを歓迎するスタンスを表記することで 
このロスは軽減できる可能性があります 

タイミングという理由も少なくありません 
web応募ボタンでの応募タイミングロス軽減や 
2週連続でのご掲載などもご検討ください 

1週間以内に最初の応募アクションをする 
求職者は約半数に過ぎません 



※ご不明な点がございましたら、お気軽にお問合せください。   

求人誌や求人情報サイトを見ていて、気になった求人に対して 
応募ではなく、不明な点を募集主に問い合わせてみたことはありますか？ 

問い合わせをしなかった理由は？ 
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不明点を問い合わせたことがある 

18.1% 

不明点を 
問い合わせたことが無い 

81.9% 

なんと8割の求職者が気になった求人に対して 
不明点を問い合わせてみたことが「無い」と 

回答しています 
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気軽に問い合わせをしていいものかどうか、わからなかっ… 

問い合わせをしたら、応募しないといけないような気がし… 

応募するかどうか分からないのに、名乗って問い合わせを… 

メールなどならよいが、電話で問い合わせをするのは面倒… 

その他 

特に不明点はなかったから 

気軽に問い合わせをしていいものかどうか 
わからなかったから 

 
問い合わせをしたら 

応募しないといけないような気がしたから 
 

応募するかどうか分からないのに 
名乗って問い合わせをするのはちょっと避けたいと思うから 

 
メールなどならよいが、電話で問い合わせをするのは 

面倒だったり、悪いような気がするから 
 

その他 

特に不明点はなかったから 

問い合わせをしない理由として「不明点無し」は2割以下。 
「問い合わせしたいけれど、しづらい」と感じている傾向が強い。 

求人広告内に「お気軽にお問い合わせください」だけでなく 
「匿名でのお問い合わせOK」や「問い合わせのみも歓迎」などのコトバをそえ 

安心感を与えることで 
「貴社の求人広告に興味がある求職者」を「応募したい求職者」に変えましょう！ 


